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地元企業と学生をつなぐ

リターン就職応援プロジェクト

～地元に就職・地元で活躍～

×



御前崎市 島田掛川信用金庫

・人口減少

・産業の衰退
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取引先の

・人手不足による生産性の低下

・担い手不足による廃業の増加

１.プロジェクト創生の経緯

リターン就職応援プロジェクト

県内外に進学する学生に御前崎市の魅力
を発信し、将来地元で活躍する若者を増
やしていく。

御前崎市・島田掛川信用金庫の課題

税収の
減少

事業基盤
の弱体
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２.リターン就職応援プロジェクト事業スキーム

リターン就職応援
プロジェクト

御前崎市

プロジェクト参加金融機関

企業

リターン就職応援ローン

御前崎市に居住する
高校３年生

※ローン利用者は保護者

地元高等学校

通常金利3.7％～3.0％を

2.0％で提供

利子助成金

元金助成金

プロジェクト登録

情報提供

イベント参加

プロジェクト登録

企業情報提供

イベント参加

生徒への周知

プロジェクト参加の呼びかけ



4

３.リターン就職応援プロジェクトの具体的な事業内容
企業と若者の相互交流事業

• 合同企業ガイダンスの開催
• 専用ホームページを作成し、プロジェクト参加企業の紹介
• インターンシップ情報の提供
• 夏休み等帰省時にアルバイト情報の提供

～御前崎市の中小企業の課題～

• 若者を雇用したいが、募集をしても応募がない。
• ホームページを作成しているが、学生の目に留まらない。
• 個別で合同企業ガイダンスに参加しても、知名度で負けてしまう。

地方には、大手に引けを取らない技術力・専門性を持った企業がたくさんあります！進学時、地元を
離れる前の高校３年生に登録してもらい、情報発信を続けていきます。
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リターン就職応援助成金制度

リターン就職応援ローンを借入れ、卒業後に御前崎市内に在住し、御前崎市及び近隣市の企業に就
職した学生の保護者に対し、借入利息相当額（最大２.０％）を助成金として支給する。

また、御前崎市内に在住し、市内同一企業に５年間就職した場合は、借入元金の２０％を助成金と
して支給する。リターン就職応援プロジェクトに参加した学生の保護者のみ借入を行うことができる。

リターン就職応援ローン
リターン就職応援プロジェクトに参加する金融機関で販売する。プロジェクトに参加した学生の保

護者に低利率で提供。

島田掛川信用金庫 通常 ３．５％ ⇒ ２．０％
静岡銀行 通常 ３．７％ ⇒ ２．０％
静岡県労働金庫 通常 ３．０％ ⇒ ２．０％

リターン就職応援助成金

制度のポイント

・奨学金制度では対応できない学校への進学を希望する学生の保護者への支援

・プロジェクトに参加した学生の保護者のみが利用できる ⇒ 学生のプロジェクト参加者が増加する！

⇒ 進路選択の幅を広げる！
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プロジェクト創生からの取り組み

• 令和３年１月 リターン就職応援プロジェクト発足

• 令和３年２月 リターン就職応援プロジェクト保護者向け説明会

• 令和３年４月 リターン就職応援プロジェクト賛同企業向け説明会

• 令和３年10月 地元高等学校への生徒・保護者向け説明会

• 令和３年11月 リターン就職応援プロジェクト保護者向け説明会

• 令和４年１月 リターン就職応援プロジェクト専用ホームページ完成

上記の活動以外にプロジェクト参加企業との情報交換会を実施
している。
プロジェクト登録１期目の学生の就職活動の役に立てるよう充
実を図る。
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４.他市町への広がり

• 令和３年１月 御前崎市リターン就職応援プロジェクト発足

• 令和３年５月 牧之原市RIDE ON MAKINOHARA おかえりプロ
ジェクト発足

• 令和３年７月 藤枝市C’mon Wakamon（カモンワカモン）プロ
ジェクト発足

• 令和３年９月 川根本町ネクストリーダーズプロジェクト発足

• 令和３年12月 吉田町Ｆｒｏｍ Ｙｏｓｈｉｄａプロジェクト発足
地方における若者の担い手不足は、共通の課題であり御前崎市を皮切りに短期間で５市町がプロジェクト
を発足。今後も、信金中央金庫・信用金庫協会等のネットワークを利用し展開を広げていきたいと考える。
近隣市町で若者の取り合いをするのではなく、共に発展していくことを目的とするため、プロジェクトを実
施している行政間で情報交換を行っている。
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５.今後の期待する成果

地元企業に若者が就職

・ＤＸ化へのチャレンジ

・新規事業への挑戦

プロジェクト参加金融機関が支援

企業の安定経営・成長

計画の作成支援・補助金の案内

持続可能な地域へ
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ご清聴ありがとうございました！


